〔　議事録（例）　〕

社会福祉法人○○○会
令和○○年度定時評議員会議事録

１　開催日時　　　　令和○○年○○月○○日（○曜日）
　　　　　　　　　　午前(午後)○○時から午前(午後)○○時まで

２　開催場所　　　　社会福祉法人○○会　会議室

３　出席者　　　　　評議員出席者　○名（評議員総数　○名）
　　　　　　　　　　　評議員　○○○○　○○○○　○○○○　○○○○　○○○○　○○○○
　　　　　　　　　　理事出席者　○名
　　　　　　　　　　　理事長　○○○○（業務執行理事　○○○○）
　　　　　　　　　　　理　事　○○○○　○○○○　○○○○　○○○○
　　　　　　　　　　監事出席者　○名
　　　　　　　　　　　監　事　○○○○　○○○○　
　　　　　　　　　　（会計監査人　○○○○）
　　　　　　　　　　その他出席者　〇名　　　
事務局長○○○○　施設長○○○○　

４　欠席者　　　　　評議員○名　○○○○

５　議　題
　　　第１号議案　令和○○年度計算書類及び事業報告の承認について
　　　第２号議案　任期満了に伴う評議員の選任について
　　　（※議題は具体的に記載してください）

６　議　長　　　　　○○○○

７　議事録作成者　　○○○○

８　議事の経過の要領及びその結果
定刻、理事長○○○○があいさつを述べ、本日の評議員出席者数が○名であり、定款第○条に定める定足数を満たしているため、本会議は有効に成立した旨を宣言した。
　　　続いて、議長の選出について出席評議員に諮ったところ、全員一致をもって○○○○評議員が選任され、同人が議長席に就いた。
　　　議長は、議事に先立ち、本日の各議案の決議について、社会福祉法第45条の9第10項において準用する同法第39条に定める「特別の利害関係」を有する評議員がいないことを確認した。
　　　また、議長は定款第○条の規定により、本日の議事録署名人として次の2名を指名したい旨を述べたところ、全員異議なくこれを承認した。
　　　　　評議員　○○○○　　　評議員　○○○○

（注）「特別の利害関係」について
もし特定の議案（例：自分が代表を務める他法人との取引など）で利害関係がある評議員がいる場合は、「〇〇議案については〇〇評議員が特別利害関係に該当するため、当該議案の審議および決議には加わらないことを確認した」と記す必要があります。
(１)第１号議案　○○○○について
○○理事長（または業務執行理事）より、別紙議案書に基づき内容の説明が行われた。
　続いて、監事○○○○より、当該計算書類及び事業報告について、法令及び定款に基づき適正に表示している旨の監査結果報告がなされた。
議長が本案について質疑を求めたところ、次のとおり質疑があった。

○○○評議員：質問内容を記載（例：〇〇費が増加している理由は何か）
○○○理事　：回答内容を記載（例：物価高騰に伴う光熱水費の上昇によるものである）
他に質疑がなかったので、議長が本案の賛否を諮ったところ、出席評議員全員一致をもって、原案のとおり承認可決された。

(２)第２号議案　○○○○について
○○理事より、別紙議案書に基づき説明が行われた。
　　　議長が質疑を求めたところ、特に質疑はなく、賛否を諮ったところ、出席評議員全員一致をもって、原案のとおり承認可決された。

９　報告事項
令和○○年度の事業報告について
第1号議案にて報告・承認済み

（※）第1号議案が決議事項（計算書類とセット）の場合は重複を避けるため、「第1号議案にて報告・承認済み」とするか、ここには決議を要しない事項（例：現況報告など）を記載します。


以上をもって全ての議事を終了したので、議長は午前(午後)○時に閉会を宣言した。

本日の議事の経過の要領及びその結果を明確にするため、この議事録を作成し、議長及び議事録署名人が次に記名押印する。


令和○○年○○月○○日

社会福祉法人○○会　令和○○年度 定時評議員会

議　長　　　　　　〇 〇 〇 〇　　印

　評議員（署名人）　〇 〇 〇 〇　　印

評議員（署名人）　〇 〇 〇 〇　　印


（注）議事録署名人
定款で議事録署名人を「出席した評議員及び理事」とした場合は、出席した評議員及び理事全員の署名押印が必要です。


